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下中理事長

富樫社長

「業界・会員社懇親の集い」に170人超出版梓会 日
　
　
販

富
樫
社
長「
マ
ー
ジ
ン
配
分
見
直
す
」

講  談  社

海
賊
版
サ
イ
ト
拡
大
か
ら
防
衛

「.

ｍ
ａ
ｎ
ｇ
ａ
」

　
　
　

取
得
を
申
請

拡散しやすいネガティブ情報
　
大
阪
の
田
村
書
店
が
特
別
清
算

し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、
営
業

中
の
書
店
が
経
営
不
振
で
倒
産
し

た
か
の
よ
う
に
広
ま
っ
た
。
同
書

店
は
２
０
２
４
年
に
オ
ー
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
事
業
譲
渡

し
、
そ
の
後
も
８
店
舗
は
屋
号
を

「
田
村
書
店
」
の
ま
ま
営
業
を
継

続
し
て
い
る
。
さ
す
が
に
同
社
も

こ
の
報
道
に
対
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
で
店
舗
は
営
業
を
継
続
し
て

い
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
最
初
に
こ
の
情
報
を
目
に
し
た

と
き
に
「
あ
れ
っ
？
」
と
思
っ
た

が
、
過
去
の
経
緯
を
思
い
出
す
の

に
一
瞬
間
を
置
い
た
。
特
別
清
算

と
い
う
一
次
情
報
自
体
、
間
違
い

で
は
な
い
が
、
こ
の
類
の
情
報
が

拡
散
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
し

内
容
は
変
質
し
て
い
く
。

　
い
ま
、出
版
業
界
で
は「
ト
ラ
ッ

ク
新
法
」や「
流
通
合
理
化
」、「
取

引
条
件
交
渉
」
な
ど
、
大
き
な
変

化
に
向
け
た
や
り
取
り
が
始
ま
っ

て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
出
や
す
い
環

境
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
う
し
た

情
報
が
拡
散
す
る
と
、
実
際
以
上

の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
の
世
の
中
で

現
実
を
隠
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
ず
は
メ
デ
ィ
ア
な
ど

に
業
界
の
状
況
や
、
向
か
お
う
と

し
て
い
る
方
向
な
ど
を
根
拠
を
示

し
て
丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
。
そ
し

て
、
合
わ
せ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面

を
発
信
し
て
い
く
し
か
な
い
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
書
店
議
連
の
活

動
な
ど
も
あ
り
、
政
府
・
行
政
へ

の
働
き
か
け
は
始
ま
っ
て
い
る

が
、
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

も
業
界
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

テ
ー
マ
だ
ろ
う
。　
　
【
星
野
渉
】

2026.8.25

生活協同組合連合会大学生協事業連合生活協同組合連合会大学生協事業連合

洋書販売システム刷新洋書販売システム刷新
店 舗 の 利 便 性 を 向 上店 舗 の 利 便 性 を 向 上

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

大矢さん

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
も
対
応
し
た
洋
書

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア

メニューを簡素化するなど利便性を高
めた新洋書サイト管理システム

　大学生協事業連合は、全国の大学生協店
舗で使用する洋書販売システムを刷新し
た。開発を受託したのは光和コンピュー
ターで、リプレイスによって、同生協が長
年利用してきた書籍発注管理システムと入
り口を統合するなど利便性を高めた。

生活協同組合連合会大学生協事業連合
専務理事＝白取義之
会員生協数＝189会員(2026年5月末日現在)
杉並事務所
所在地：〒 166-8532 東京都杉並区和田 3 丁

目 30-22　大学生協杉並会館
電　話：03-5307-1133

書の発注を同一の画面から行えるようになった。
　発注メニューも整理・簡素化し、従来は 1 冊ず
つしかできなかった発注を、ISBN で一括検索で
きる数を増やし、多くの教科書を一度に注文する
といった店舗のニーズに対応した。
　また、仕入先との API 連携により、調達状況
もより詳細に確認できるようになった。大矢氏は

「以前は海外の代理店に発注した後、国内に入荷
するまでの状況がほとんど見えず、その都度、仕
入先に問い合わせる必要がありました。今は海外

洋書販売の8割が店舗経由
　同事業連合の勉学研究事業部では PC や文具
や、和書、洋書、電子書籍など、学びに使う商材
の仕入を担っている。
　洋書の販売冊数は緩やかに減少している一方、
円安の影響で単価が上昇し、売上高はこの 10 年

なりました」と話す。
　大矢氏は「大学生協にとって洋書システムは、
学生や研究者、教員の学びや研究を支える重要な
仕組みであり、このサービスは維持していかなけ
ればなりません。どの店舗のどの担当者であって
も操作できる統一的な仕組みを整えることが必要
でした」と今回のリプレイスの意義を語った。

り、次のバージョンアップには初期開発と同程度
の費用がかかる見込みとなったことから、システ
ムの全面リプレイスに踏み切った。

予定の7カ月前倒しで稼働
　新システムの発注にあたっては、複数社からの
提案を比較検討した結果、光和コンピューターを
選定。費用対効果のバランスが決め手になったと
いう。勉学研究事業部書籍・DECS 課全国共同
仕入事務局次長の大矢かおり氏は「書籍業界向け
のシステムは、一般的なシステム会社には難し
い。大学生協の書籍発注・管理システム『B-POS』
や教科書発注システムを長年手がけていただいて
いる光和コンピューターは、業界特有の仕組みへ
の理解もあり、それまでのお付き合いから何か

詳細な調達状況確認も可能に
　新システムはオンラインストアと、店舗が発注
などを行う「新洋書サイト管理システム」の 2 本
立てで構成される。オンラインストアは決済機能
を持たず、代金は受け取り店舗での支払いとなる
点は従来と変わらないが、パソコン画面向けだっ
た旧サイトを刷新し、スマートフォンやタブレッ
トでの利用に対応したほか、ログイン ID にメー
ルアドレスを用いるなど、仕様を現在の標準に合
わせた。
　店舗向けシステムでは、従来は書籍全般を扱う

「B-POS」などとは別のシステムだったため、洋
書を発注するために別のサイトにログインする必
要があったが、新システムでは書籍・教科書・洋

ほぼ横ばいで推移してきた。洋書の
うち約 8 割は教員が指定する語学教
科書が占め、専門書などアカデミッ
クタイトルは 2 割程度。教科書や教
員の校費購入が多いため、店舗を通
じた販売が全体の 8 割、オンライン
ストア経由は 2 割にとどまる。
　洋書取り扱いは 2008 年、全国共
同仕入事務局を窓口とする体制に統
一された。10 年には以前のオンラ
インストアと店舗向け発注システム
が稼働したが、導入から 15 年近く
が経過し、基盤となる OS やアプ
リケーションのバージョンが古くな

あった際にもすぐ対応いただける
という安心感がありました」と選
定理由を説明する。
　当初は 26 年夏のリリースを予
定していたが、大学生協全体で利
用する他のシステムが 25 年 7 月
に切り替わることに伴い、25 年内
に旧システムから刷新する方針と
なった。そのため、当初の見積額の
ままでリリース時期を 7 カ月前
倒しし、24 年 12 月に要件定義に
着手、25 年 3 月末までに要件を固
め、11 月末完成というスケジュー
ルで 25 年 12 月稼働を実現した。

代理店への発注状況やインボイスの発行状
況まで詳しく分かるようになり、お客様に
納期の見通しをきちんと説明できるように

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
下
中
美

都
理
事
長
（
平
凡
社
）
は
、
業
界
連

携
イ
ベ
ン
ト
で
聞
い
た
書
店
の
新
規

開
業
動
向
に
触
れ
た
。
２
０
２
５
年

の
書
店
開
業
は
１
０
２
件
で
、
そ
の

約
６
割
が
ト
ー
ハ
ン
の
小
規
模
書
店

開
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ａ

Ｌ
」
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
紹
介
。

「
駄
菓
子
屋
と
本
、
カ
レ
ー
と
本
、

編
集
者
の
本
棚
、
本
と
カ
フ
ェ
、
本

と
宿
泊
を
組
み
合
わ
せ
た
店
、
高
校

生
書
店
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る

店
が
生
ま
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
各
地
で
広
が
る
出
版
社
主

催
の
即
売
会
に
つ
い
て
も
「
藤
乃
屋

書
店
（
東
京
・
大
田
区
） 

で
は
『
本

の
産
直
市
』
を
開
催
し
、
一
回
で
１

０
０
冊
売
れ
る
出
版
社
も
あ
る
と
聞

い
た
」
と
紹
介
。「
本
を
届
け
る
と

い
う
原
点
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
思

い
出
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
続
い
て
業
界
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
日
本
出
版
取
次
協
会（
取
協
）

会
長
で
日
販
グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
富

樫
建
氏
は
、
日
販
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
日
本
出
版
販
売
の
社

長
、
そ
し
て
取
協
会
長
と
い
う
「
３

人
の
富
樫
」
と
し
て
あ
い
さ
つ
。

　
日
販
Ｇ
Ｈ
Ｄ
社
長
の
立
場
か
ら

は
、
４
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
室
を

設
置
し
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
社
員
を

派
遣
し
た
こ
と
を
紹
介
。「
日
本
の

コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
関
心
の
強
さ
を
肌

組
み
を
整
え
た
こ
と
も
報
告
し
た
。 

　
日
販
社
長
と
し
て
は
、
店
頭
売
上

に
つ
い
て
「
５
月
、
６
月
と
２
カ
月

連
続
で
前
年
を
上
回
っ
た
。
21
年
以

行
に
伴
い
、
28
年
か
ら
適
用
さ
れ
る

運
賃
の
適
正
原
価
設
定
に
よ
る
物
流

コ
ス
ト
増
へ
の
対
応
策
で
、
27
年
４

月
の
実
施
を
目
指
す
と
表
明
。
合
理

た
う
え
で
、
出
版
流
通
を
巡
る
課
題

は
現
在
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い

と
指
摘
。
１
９
５
７
年
の
国
鉄
運
賃

値
上
げ
を
契
機
に
、
全
国
一
律
の
運

賃
込
み
制
度
を
巡
る
問
題
が
起
き
、

そ
の
後
も
10
年
以
上
に
わ
た
り
書
店

の
適
正
マ
ー
ジ
ン
や
出
版
物
の
価
格

調
整
を
巡
る
議
論
が
続
い
た
経
緯
を

紹
介
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
「
現
状
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
述
べ
、

日
本
書
籍
出
版
協
会
と
日
本
雑
誌
協

会（
雑
協
）が
合
同
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
外
部
シ
ン
ク
タ
ン
ク

を
交
え
た
マ
ク
ロ
環
境
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
考
え
を
示
し

た
。
委
員
に
は
出
版
梓
会
の
理
事
も

参
加
す
る
予
定
と
い
う
。

　
出
版
梓
会
は
７
月
24
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
如
水
会
館
で
「
業

界
・
会
員
社
懇
親
の
集
い
」
を
開
催
し
、
出
版
社
、
取
次
、
書
店
な

ど
１
７
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
参
加
し
た
。
同
会
は
「
ビ
ー
ル
の

会
」
と
し
て
毎
年
夏
に
開
か
れ
て
い
る
恒
例
行
事
。で

感
じ
て
き
た
と
い
う

報
告
を
受
け
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
リ

ユ
ー
ス
事
業
「
駿
河

屋
」
が
フ
リ
マ
ア
プ
リ

運
営
会
社
と
業
務
提

携
し
、
店
頭
で
仕
入

れ
た
商
品
を
海
外
向

け
に
出
品
で
き
る
仕

化
案
に
は
、
発
売
日
カ

レ
ン
ダ
ー
の
見
直
し
に

よ
る
輸
送
効
率
の
改

善
、
地
区
別
休
配
日
の

統
一
、
書
店
へ
の
配
達

時
間
帯
の
目
安
化
、
取

次
搬
入
の
平
準
化
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
。「
取

次
と
書
店
が
自
ら
ル
ー

ル
を
変
え
、
踏
み
込
ん
で
い
く
意
思

の
表
れ
だ
と
受
け
止
め
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、「
読
者
に
と
っ

て
本
と
の
出
会
い
の
場
が
失
わ
れ
る

直
し
へ
の
理

解
を
求
め

た
。

　
乾
杯
の
音

頭
を
取
っ
た

日
本
書
籍
出

版
協
会
・
山

本
憲
央
理
事

長
（
中
央
経

済
社
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス
）
は
、
６

月
の
理
事
長

就
任
に
触
れ

来
、
５
年
４
カ
月
ぶ
り
で
あ
る
」
と

説
明
し
、「
７
月
も
第
３
週
終
了
時

点
で
１
０
８
％
程
度
と
推
移
し
て
い

る
」と
順
調
な
販
売
状
況
を
示
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
出
版
社
と
の
取
引

条
件
に
つ
い
て
「
コ
ス
ト
上
昇
の
な

か
で
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
を
持
続
さ
せ
る

た
め
、
マ
ー
ジ
ン
配
分
を
見
直
し
て

い
く
。
皆
さ
ん
と
相
談
し
て
い
き
た

い
」
と
表
明
。「
取
引
条
件
や
価
格

設
定
だ
け
で
未
来
が
つ
く
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
価
格
を
変
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
価
格
に
見
合
う
購

入
体
験
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
失
わ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
取
協
会
長
と
し
て
は
、
16

日
に
公
表
し
た
出
版
流
通
合
理
化
案

に
つ
い
て
説
明
。
ト
ラ
ッ
ク
新
法
施

　
な
お
、
中
央
法
規
出
版
が
新
た
に

出
版
梓
会
に
加
盟
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

こ
と
は
、
社
会
に
お
け
る
多
様
な
知

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
選
択
肢
を
狭
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
し
て
、
出
版

社
に
も
コ
ス
ト
負
担
や
取
引
条
件
見

　
講
談
社
は
海
賊
版
サ
イ
ト

の
拡
大
防
止
へ
、
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
ド
メ
イ
ン
「.

ｍ
ａ

ｎ
ｇ
ａ
」取
得
を
申
請
し
た
。

８
月
12
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ド
メ
イ
ン
名
・
Ｉ
Ｐ
ア

ド
レ
ス
を
管
理
す
る
組
織
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ｎ
ｅ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ａ
ｓ
ｓ

ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｄ 

Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｓ
）

に
申
請
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
は
２
０
１
２

年
以
来
、
14
年
ぶ
り
に
新
た

な
ｇ
Ｔ
Ｌ
Ｄ
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ

ｉ
ｃ 

Ｔ
ｏ
ｐ 

Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ 

Ｄ
ｏ
ｍ
ａ
ｉ
ｎ
＝
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド
メ

イ
ン
）を
募
集
し
た
。
近
年
、

マ
ン
ガ
海
賊
版
サ
イ
ト
に
よ

る
悪
質
な
ド
メ
イ
ン
ホ
ッ
ピ

ン
グ
が
横
行
。
仮
に「.

ｍ

ａ
ｎ
ｇ
ａ
」
を
そ
れ
ら
海
賊

版
サ
イ
ト
に
取
得
さ
れ
た
場

合
、
正
規
版
流
通
に
お
い
て

さ
ら
な
る
障
害
・
被
害
が
拡

大
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
講
談
社
広
報
室
に
よ
る

と
、
申
請
は
「
マ
ン
ガ
海
賊

版
サ
イ
ト
に
よ
る
取
得
を
防

ぐ
た
め
の
防
衛
的
な
意
味
合

い
」が
最
も
大
き
い
と
い
う
。

　
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ド
メ
イ
ン

は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
の
規
定
で
業

界
全
体
と
し
て
取
得
が
で
き

な
い
た
め
、
講
談
社
が
代
表

し
て
申
請
す
る
。
申
請
は
漫

画
業
界
全
体
を
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
」
と
し
て
行
い
、
出

版
社
・
関
係
団
体
・
関
係
省

庁
等
か
ら
支
持
書
を
集
め

た
。

　
日
本
書
籍
出
版
協
会
は
３

４
月
理
事
会
で
講
談
社
の
申

請
を
支
持
す
る
承
認
決
議
を

し
て
い
た
。

　
取
得
の
許
可
・
不
許
可
は

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
が
判
断
す
る
。

申
請
が
受
理
さ
れ
、
承
認
が

下
り
る
の
は
27
年
春
以
降
と

な
る
見
込
み
。
実
際
の
運
用

開
始
は
そ
の
後
に
な
る
。
講

談
社
は
「
実
際
に
運
用
開
始

と
な
っ
た
際
も
、
弊
社
が
独

占
的
に
使
用
す
る
と
い
う
考

え
は
現
在
の
と
こ
ろ
持
っ
て

い
な
い
」
と
本
紙
に
コ
メ
ン

ト
し
た
。

月
理
事
会
、
日

本
雑
誌
協
会
は


